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能不全を認めた症例. 第 48 回栃木県母性衛生学会学術集会 2023 年 6 月 25

日 

62. 藤本揚子, 左勝則, 大橋麻衣, 杉山瑞穂, 佐藤優美, 藤原寛行. 当院におけ

る凍結融解胚移植前の子宮鏡スクリーニング検査の有用性の検討.  第 68回

日本生殖医学会学術講演会・総会 2023 年 11 月 10 日 

63. 舟林果穂, 辺見優花, 小澤廉, 篠田里衣那, 白砂孔明, 高橋宏典. 妊娠前から

の高脂肪食摂取が胎盤および産仔の成長や次世代の妊娠に与える影響. 第

27 回日本生殖内分泌学会 2022 年 12 月 17 日〜18 日（去年未掲載） 

64. 堀江健司, 薄井里英, 水津枝理, 田村昂平, 高橋宏典, 藤原寛行. DOAC 中止

後に，常位胎盤早期剥離と静脈血栓塞栓症を発症した，プロテイン S 欠乏症

合併妊娠. 第 33 回日本産婦人科新生児血液学会学術集会 2023 年 6 月 9 日

～10 日 
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65. 堀江健司, 大草陽史, 船橋香, 小古山学, 鈴木寛正, 薄井里英, 大口昭英, 高

橋宏典, 藤原寛行. 卵巣腫瘍破裂により化学性腹膜炎を来し，陣痛発来した

卵巣成熟嚢胞性奇形腫合併妊娠例. 第 75 回日本産科婦人科学会学術講演会 

2023 年 5 月 12 日～14 日 

66. 眞中優美, 和田善光, 塚原亜理沙, 峯積拓巳, 伊藤千紗, 平嶋洋斗. 術中尿

管ステント留置をした腹式単純子宮全摘出術後の血尿による両側尿管閉塞：

症例報告. 第 97 回栃木県産科婦人科学会 2023 年 2 月 5 日 

67. 山本朱子, 堀江健司, 島田哲郎, 小古山学, 鈴木寛正, 薄井里英, 大口昭英, 

高橋宏典, 藤原寛行. 癒着胎盤により生じた子宮筋層欠損に局所的子宮圧迫

縫合が有効であった例. 第 145 回関東連合産科婦人科学会総会・学術集会 

2023 年 6 月 17 日～18 日 

68. 山本一貴, 小古山学, 山本夏倫, 堀江健司, 鈴木寛正, 薄井里英, 大口昭英, 

高橋宏典, 藤原寛行. 2 回の子宮腺筋症核出術既往妊婦に発症した穿通胎盤

を伴う子宮破裂: 症例報告. 第 59 回日本周産期・新生児医学会学術集会 

2023 年 7 月 9 日～11 日 

69. 和田善光, 山名隼人, 竹井裕二, 笹渕裕介, 松居宏樹, 康永秀生, 興梠貴英, 

藤原寛行. 骨盤臓器脱を有する高齢女性における要介護状態と治療選択お

よび術後転帰. 日本臨床疫学会第 6 回年次学術大会 2023 年 11 月 12 日 

70. 渡邉公太, 種市明代, 髙橋寿々代, 篠原美樹, 島田哲郎, 高橋詳史, 小柳貴

裕, 竹井裕二, 藤原寛行. ホルモン補充療法中に発症したリンパ節子宮内膜

症の 1 例. 第 144 回関東連合産科婦人科学会総会・学術総会 2022 年 10 月

15 日 

71. 渡邉公太, 堀江健司, 成見莉紗, 島田哲郎, 小古山学, 鈴木寛正, 薄井里英, 

大口昭英, 高橋宏典, 藤原寛行. NIPT 陰性、FISH 検査正常であった 21 番染

色体部分トリソミー、部分モノソミー出生前診断例. 第 75 回日本産科婦人

科学会学術講演会 2023 年 5 月 12 日～14 日 

72. 渡邉公太, 小柳貴裕, 田村昂平, 篠原美樹, 高橋詳史, 髙橋寿々代, 種市明

代, 嵯峨泰,竹井裕二, 藤原寛行. 子宮筋腫捻転を契機に診断した播種性腹膜

平滑筋腫症の一例. 第 145 回関東連合産科婦人科学会総会・学術総会 2023

年 6 月 17 日 

 

著書・総説・商業誌掲載 

1. 大口昭英. 【図表・チャートでパッと理解! ここまでわかった産婦人科の病

態生理】 (第 1 章)周産期 A.妊娠中の産科異常 HELLP 症候群・急性妊娠脂

肪肝. 産科と婦人科 2023;90:54-58. 

2. 鈴木寛正. 卵巣嚢胞. 周産期マニュアル：胎児疾患の診断から管理まで 1 版 
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P397-402 南山堂 

3. 鈴木寛正, 大口昭英. 【いま一番新しい妊娠高血圧症候群の助産ケア 妊娠

中、分娩～産褥期、退院後の時期別におさえる生理学&ケーススタディ】《総

論》HDP の定義と分類. ペリネイタルケア 2023;42:650-656. 

4. 高橋宏典. 腹部の嚢胞性病変. 周産期マニュアル：胎児疾患の診断から管理

まで 1 版 P388-392 南山堂 

5. 高橋宏典. 腹腔内石灰化. 周産期マニュアル：胎児疾患の診断から管理まで 

1 版 P403-406 南山堂 

6. 高橋宏典. 【数値からみる周産期医療 産科編】主要疾患の頻度,重症例の発

症率(解説). 周産期医学 2023;53:1150-1154. 

7. 高橋宏典. 【「科学論文の書き方」を考える】科学論文の書き方・うまい論文

日本語のコツ.思春期学 2023;41:200-202 

8. 高橋宏典. 【「科学論文の書き方」を考える】科学論文の書き方・タイトルの

付け方と要約について. 思春期学 2023;41:203-205 

9. 高橋宏典. 【「科学論文の書き方」を考える】科学論文の書き方・緒言の書き

方. 思春期学 2023;41:206-208 

10. 高橋宏典. 【「科学論文の書き方」を考える】科学論文の書き方・考察の書き

方. 思春期学 2023;41:209-211. 

11. 高橋宏典. 【「科学論文の書き方」を考える】科学論文の書き方・方法と結果

(図、表)の書き方. 思春期学 2023;41:212-213. 

12. 高橋宏典．Retained products of conception(RPOC)の管理. 日産婦医会報 2023

年 5 月 

13. 高橋宏典.【周産期診療のための病態生理】つわり、悪阻の病態生理はどこま

で解っているか．周産期医学 2023 年 53 巻増刊号 

14. 高橋宏典, 薄井里英. 【COVID-19 診療 最前線の記録】妊婦の COVID-19 感

染. 別冊「医学のあゆみ」 2023 年 2 月 P103−106 

15. 高橋宏典, 堀江健司, 小古山学. 【産科救急-意識障害と危機的出血の初期対

応】後期分娩後異常出血への対応 子宮動脈仮性動脈瘤 診断と治療. 臨床婦

人科産科 2023;77:524-529. 

16. 堀江健司. 総胆管嚢胞. 周産期マニュアル：胎児疾患の診断から管理まで 1

版 P393-396 南山堂 

17. 堀江健司, 大口昭英. 【早産予防・治療の現在地-最新の標準を探る】早産予

防の戦略  細菌性腟症に対する治療介入の是非 . 臨床婦人科産科 

2023;77:778-782. 

18. 松原茂樹. 査読者はここを見る。―論文アクセプトへの近道は何か？― 思

春期学 2023:41:220-228. 
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19. 眞中優美, 兼子綺華, 豊田祥子, 柿沼薫, 篠原拓巳, 岡本朗良, 清水綾乃, 土

橋洋, 関哲男, 大和田倫孝, 竹島信宏, 柿沼敏行. 無症状で発見され，その後

繰り返す胸腔子宮内膜症性気胸に対して両側付属器摘出術が奏功した 1 例.  

臨床婦人科産科. 2023;77:643-647. 

 

 

講演・その他 

1. 薄井里英. 産科診療と輸血〜妊娠中の出血性疾患の対応〜 第48回臨床検査

技師研修会. 2023 年 6 月 30 日 

2. 高橋詳史. 婦人科領域における CAT 診療～GOTIC-VTE trial～. がん診療

Total Care Seminar. 2023 年 3 月 10 日 

3. 高橋詳史. 婦人科領域における静脈血栓塞栓症への取り組み. 婦人科がんト

ータルケア WEB セミナー. 2023 年 3 月 17 日 

4. 高橋詳史. 婦人科領域における CAT 診療～GOTIC-VTE trial～. 婦人科がん

トータルケアマネジメントセミナー. 2023 年 3 月 24 日 

5. 高橋詳史. 婦人科医の立場から考えるVTE診療. 医療安全VTE Web Seminar. 

2023 年 9 月 6 日 

6. 高橋詳史. 婦人科がん患者における周術期 VTE 管理. がんと循環器を考え

る会 in Tochigi. 2023 年 9 月 14 日 

7. 高橋詳史 . 婦人科がん患者における静脈血栓塞栓症 . 婦人科 Toral Care 

Seminar. 2023 年 10 月 10 日 

8. 高橋詳史. 婦人科がん患者における VTE 管理～GOTIC-VTE trial を踏まえて

～. Cancer Web Seminar～血栓と手技を考える～. 2023 年 10 月 13 日 

9. 高橋詳史. 再発子宮体癌における治療戦略. エーザイ株式会社社内勉強会. 

2023 年 11 月 17 日 

10. 高橋詳史. 子宮頸がん薬物治療の経験. Cervical Cancer Conference in 北関東. 

2023 年 12 月 21 日 

11. 高橋宏典. 分娩時異常出血に対する子宮温存戦略. ふくしまスキルアップセ

ミナー 2023 年 2 月 9 日 

12. 高橋宏典. コロナウイルス感染妊婦の診察、分娩対応について. 栃木県産婦

人科医会臨時講演 2023 年 5 月 25 日 

13. 高橋宏典. NIPT について. あすか製薬社内研修会 2023 年 6 月 29 日 

14. 高橋宏典. 産科 DIC. JB 社内研修会 2023 年 7 月 20 日 

15. 高橋宏典. HCV 感染 オープニングリマークス とくに産婦人科の先生方へ. 

栃木県小児科医会栃木県産婦人科医会共催講演会 2023 年 8 月 21 日 

16. 高橋宏典. NIPT の施設認証申請方法と NIPT の現状. 北関東周産期セミナー  
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2023 年 8 月 25 日 

17. 竹井裕二. 尿蛋白・腎機能障害を考慮した卵巣癌初回維持療法. Gynecologic 

Cancer Symposium. 2023 年 3 月 7 日 

18. 竹井裕二. 当院における子宮頸癌治療の実際. MSD 株式会社社内学術研修. 

2023 年 9 月 28 日 

19. 竹井裕二. 子宮頸癌の薬物療法～当院の治療成績も含めて～. 婦人科腫瘍治

療セミナー. 2023 年 10 月 11 日 

20. 竹井裕二. 卵巣癌におけるリンパ節郭清のエビデンス～明細胞癌での意義

も含めて～. 栃木県卵巣癌手術セミナー. 2023 年 10 月 17 日 

21. 左勝則. 生殖医療のデータ解析と臨床での応用について 日産婦 ART レジ

ストリーデータを用いた検討.  Vivola 株式会社 Web セミナー 2023 年 4 月

14 日 

22. 左勝則. 当院における AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存療法の取り組

み.  第 7 回栃木県婦人科腫瘍研究会 2023 年 9 月 29 日 

23. 左勝則. 保険適用下の ART 治療戦略〜安全性に配慮した卵巣刺激〜.  ART

東日本講演会 2023 in 大宮 2023 年 10 月 28 日 

24. 左勝則. 妊孕性温存療法の現在〜当院における AYA 世代がん患者に対する

取り組みについて〜.  血液がん妊孕性温存セミナー 2023 年 11 月 22 日 

25. 左勝則. ⼩児・AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存療法〜当院における取

り組み〜.  栃木県立がんセンターグランドカンファレンス 2023 年 12 月 21

日 

26. 藤原寛行. Ovarian cancer committee: GCIG 参加報告. 第 40 回 GOTIC 教育セ

ミナー. Web 開催 2023 年 1 月 18 日 

27. 藤原寛行. 子宮頸がん update～検診とワクチン～. 第 1 回関東産婦人科合同

研究会. 2023 年 1 月 20 日 

28. 藤原寛行. Closing remarks. Patient journey of ovarian cancer. Web 開催, 2023.1.31 

29. 藤原寛行. 卵巣がん治療における個別化医療. 卵巣がんの個別化医療を考え

る. 2023 年 2 月 28 日 

30. 藤原寛行. 卵巣がん治療の個別化医療～HRD 陽性とは？～. Gynecologic 

Cancer Symposium. 2023 年 3 月 7 日 

31. 藤原寛行. 子宮頸がんupdate～ワクチンと検診～. 栃木県子宮頸がん講演会. 

2023 年 3 月 27 日 

32. 藤原寛行. 月経困難症と子宮内膜症. あすか製薬社内講演会. 2023 年 4 月 13

日 

33. 藤原寛行. 卵巣がん治療の個別化医療. 中外製薬社内講演会. 2023 年 5 月 17
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日 

34. 藤原寛行. 卵巣がんの薬物治療 up to date. 日本化薬 e-learning. 2023 年 6 月 8

日 

35. 藤原寛行. 栃木県小山地区子宮頸がん検診～12 年間の推移と今後の展望～. 

栃木県子宮頸がん制圧セミナー. 2023 年 7 月 12 日 

36. 藤原寛行. Ovarian cancer committee: GCIG 参加報告. 第 41 回 GOTIC 教育セ

ミナー. 2023 年 7 月 26 日 

37. 藤原寛行. 子宮頸がん細胞診・HPV 検査併用検診～小山地区における 9 年

間の推移と今後の展望～. 三重県子宮頸がん制圧セミナー. 2023 年 8 月 17

日 

38. 藤原寛行. 進行卵巣癌初回治療 ～present and future～. Ovarian Cancer Seminar. 

2023 年 9 月 8 日 

39. 藤原寛行. 卵巣がん治療における個別化医療. 第 63 回日本産科婦人科内視

鏡学会ランチョンセミナー. 2023 年 9 月 15 日 

40. 藤原寛行. 子宮頸がん検診～HPV 検査導入のメリットと課題. 子宮がん検

診均てん化研修会. 2023 年 9 月 23 日 

41. 藤原寛行. 卵巣がん治療における個別化医療とトータルケア. Ovarian Cancer 

Expert Web Seminar. 2023 年 11 月 21 日 

42. 藤原寛行. 子宮頸がん治療の潮流 〜予防・検診から手術・薬物治療まで〜. 

土浦臨床研究会. 2023 年 11 月 29 日 

43. 藤原寛行. 子宮頸がん薬物療法の Overview. Cervical Cancer Conference in 北

関東. 2023 年 12 月 21 日 


